
 
 
                                                                                                      

 

メンテナンス 

概要 

            
  

  
添架管が支障となる PCT 桁主ケーブルへの 

リパッシブ工法の適用 －桐原
きりはら

橋
ばし

－ 

  

    遠藤利洋 今野昌也 
 

鴨谷知繁 
 (株)ニューテック康和 

事業本部工事部 
(株)ニューテック康和 

事業本部工事部 
(株)ニューテック康和 

技術部 

 

   滋賀県東近江土木事務所発注の桐原橋補修工事の内，添架

管により近接できない PCT 桁端部定着主ケーブル曲上げ部を

対象としたグラウト充填調査と亜硝酸リチウム水溶液先行注

入型 PC グラウト再注入工について報告する．  
従来，当該部の調査・再注入には，添架管移設が不可避で

あり発注者の負担であった．本工事では，添架管の無い側の

ウェブ側面から，奥側となる当該部の位置とかぶり厚さを非

破壊計測し，手前側主ケーブルや鋼材との干渉を避けた斜め

ドリル削孔を行う方法を採用した． 
これにより，添架管の移設を回避しながら，当該部全数の

調査と充填不足時の再注入を良好に実施でき，発注者の負担

低減と本橋の長寿命化に寄与できた．  
 
 施工 

   １．事前調査工 
充填調査の手順を示す．主桁下面および当該主ケーブルの反対側ウェブ側面か

ら RC レーダを用いた鉄筋探査を行い，主ケーブルと鉄筋の位置およびかぶりを

測定しマーキングした．図-2 の斜め削孔概要図に示すように，端部定着主ケーブ

ルが並列となっている場合には，一般に設置高さが同じであることから，当該主

ケーブルの位置は，反対側ウェブ側面と主桁底面を基準に幾何学的に推定でき

る．そこで，手前側の主ケーブルや鉄筋と干渉しない位置から水平方向に対して

角度θとなるように斜め削孔すれば，ドリル削孔による当該主ケーブルのグラウ

ト調査が可能となる．写真-1 に斜め削孔状況を示す．本工事では，角度計を使用

して削孔を行った結果，当該主ケーブル全てで充填調査を実施できた． 
 
２．グラウト再注入工 
従来の施工方法では，チューブ挿入兼注入孔の形成はチューブの曲げ半径や挿

入性を考慮してφ80mm コア削孔により行うことを標準としているが，奥側とな

る当該主ケーブルでは，手前側主ケーブルや鉄筋と干渉するため，実施できな

い．そこで，チューブ挿入が可能なように，水平方向に対しても，主ケーブル方

向に対しても斜めにφ25mm のドリル削孔を行った．手前側鉄筋との位置関係か

ら，注入孔とチューブ挿入孔の入口が別々となる図-3 に示す 3 孔式と，同じとな

る図-4 に示す 1 孔式を使い分けたが，いずれもグラウト充填不足部の上端およ

び下端までチューブを挿入することができた． 

また，本工法で，ウェブ曲上げ部を対象に施工する場合，従来方法では

φ80mm コア 1 孔に対し，①注入用，②上端方向チューブ用，③下端方向

チューブ用，④電位測定および中間排出用の 4 つのホースジョイントが設

置可能な特注キャップを使用しているが，本工事では，写真-2 に示すように，φ25mm ドリル孔用のドリルキャップを

削孔部に固定し，二股ホースジョイントを組み合わせることで，従来と同様に 4つのホースジョイントを設置し，施工を

行った． 
それ以降の施工手順は，従来工法と同様であり，良好に実施できた． 
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写真-2 1 孔式ドリルキャップ取付状況 

図-3 3 孔式概要図 図-4 1 孔式概要図 

図-1 補修対象桁概要図 

図-2 斜め削孔概要図 

写真-1 斜め削孔状況 
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   老朽化した鋼橋の鉄筋コンクリート床版をプレキャスト（以下，PCa）床版

に取り替える工事が高速道路会社などを中心に全国各地で展開されている．こ

れらの工事において，PCa 床版と鋼桁は高さ調整のために最小厚さを 20mm
程度としたモルタル層（以下，高さ調整部）を設けて頭付きスタッドによって

接合されることが一般的である．しかしながら，工事条件も多様化してきてお

り，複雑な道路線形を有する条件下などにおいては高さ調整部が厚くなる場合

がある．そこで，高さ調整部の厚さおよび材料がせん断耐力に与える影響の把

握を目的として押し抜き試験を実施した（写真-1）．その結果，高さ調整部の

材料が同一の場合には調整部が厚くなるほど最大せん断耐力が低下することを

確認した．また，高さ調整部の厚さが同一の場合において材料物性の影響とし

て圧縮強度と静弾性係数を比較すると，最大せん断耐力に対しては圧縮強度の

影響が大きく，降伏せん断耐力に対しては静弾性係数の影響が大きいことを確

認した． 

押し抜き試験 

 
 

  １．実験条件 
実験要因および材料強度を表-1 に示す．実験は高さ調整部の厚さおよび材料

をパラメータとした．PCa 床版を模擬した設計基準強度 50N/mm2，厚さ

220mm のコンクリートブロックを，2 本の頭付きスタッドを溶植した H 形鋼

上に設置後，高さ調整部およびジベル孔内に所定の材料を充填することによっ

て試験体を製作した．頭付きスタッドは，全ての試験体において軸径 22mm
（JIS B 1198）を使用し，高さ調整部の厚さに応じて埋込長が PCa 床版厚の

半分を超える高さとした．  
載荷方法は日本鋼構造協会の押し抜き試験方法に準拠した．試験体は各要因

で 3 体製作し，1 体は漸増繰返し載荷法，他の 2 体は単調増加載荷法とした．  
 

２．実験結果 
スタッド 1 本あたりの最大せん断耐力と高さ調整部厚さの関係を図-1 に示す．ここで，スタッド 1 本あたりのせん断

耐力とは載荷荷重をスタッド本数で除した値であり，図中のプロット上に示す数値は各試験要因 3体の平均値である．図

-1 より，スタッド 1 本あたりの最大せん断耐力は高さ調整部が厚くなるほど低下し，その値は厚さ 20mm の場合を基本

値𝑆𝑆𝑆𝑆20(𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘)と置き，モルタル厚をt (𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚)とすると，𝑆𝑆𝑆𝑆20 − 0.212 × (𝑡𝑡𝑡𝑡 𝑡 20)として評価できる．また，スタッド 1 本あた

りの最大せん断耐力と高さ調整部圧縮強度の関係を図-2 に，スタッド 1 本あたりの降伏せん断耐力と高さ調整部弾性係

数の関係を図-3 に示す．これらの図より，最大せん断耐力は圧縮強度と，降伏せん断耐力は静弾性係数と相関があるこ

とがわかる．本実験の結果からは，より大きな降伏せん断耐力を要求する場合には，モルタルに比して相対的に静弾性

係数が大きい傾向にあるコンクリートを適用するほうが合理的と考えられるが，適用にあたっては充填性に対しての課

題が残るため，別途検討が必要であると思われる． 
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写真-1 実験状況 

表-1 実験要因および材料強度 

設計基準
強度

厚さ
実圧縮
強度

実静弾性
係数

（N/mm
2
) (mm) （N/mm

2
) （kN/mm

2
)

M50 - 20 モルタル 20 54.7 26.8

M50 -100 モルタル 100 60.1 24.8

M50 -250 モルタル 250 53.8 27.2

F120-150
繊維補強
モルタル

120 110.8 38.1

C100-150 コンクリート 100 95.5 41.7

C50 -150 コンクリート 50 48.9 30.1

50

試験体

高さ調整部

材料

150

図-1 スタッド 1 本あたりの最大せん

断耐力－高さ調整部厚さ関係 

図-2 スタッド 1 本あたりの最大せん

断耐力－高さ調整部圧縮強度関係 
図-3 スタッド 1 本あたりの降伏せん断

耐力－高さ調整部静弾性係数関係 
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